
国
語
プ
リ
ン
ト

（

）

配
布
日

月

日

曜

No.

年

組

番

名
前

「
羅
生
門
」
の
構
造

「
文
字
と
し
て
書
か
れ
て
い
な
い
こ
と
」
を
読
み
取
れ
る
よ
う
に
な
る
。

目
的

「
羅
生
門
」
の
主
人
公
「
下
人
」
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
、
次
の
表
現
を
も
と
に
し
て
み
ん
な
が
自

目
標

分
の
言
葉
で
説
明
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

「
羅
生
門
」
の
主
人
公
「
下
人
」
は
物
語
の
中
で
（
Ａ
《
ど
の
よ
う
な
？

）
子
供
か

》

ら

（
Ｂ
《
ど
の
よ
う
な
？

）
大
人
に
（
Ｃ
《
い
つ
？

）
の
時
点
で
成
長
し
た
。

、

》

》

Ａ
物
語
の
冒
頭
部
で
、
下
人
の
幼
さ
（
ま
だ
大
人
で
は
な
い
様
子
）
が
表
れ
て
い
る
表
現
を
見
つ
け
な
さ
い
。

Ｂ
物
語
の
結
末
部
で
、
下
人
は
す
で
に
大
人
に
な
っ
て
い
る
の
だ
が
、
何
を
以
て
「
大
人
」
と
言
え
る
の
か
？

Ｃ
下
人
が
「
子
供
」
か
ら
「
大
人
」
へ
と
変
化
し
た
時
（
一
文
ま
た
は
一
会
話
）
を
抜
き
出
し
な
さ
い
。

頁

行
目

Ｄ
「
羅
生
門
」
で
は

「
大
人
に
な
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
だ
と
描
か
れ
て
い
る
か
？

、
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と
て
も
シ
ン
プ
ル
だ
。
次
の
一
文
に
尽
き
る
。

物
語
の
構
造
と
は
？

登
場
人
物
が
「
旅
」
を
し
て

「
逆
転
」
す
る
。

、

「
旅
」
と
は
…
…
本
当
の
旅
だ
っ
た
り
、
心
の
中
で
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
る
こ
と
だ
っ
た
り
、
時
間
が
過
ぎ
た
り
、
闘

っ
た
り
、
悩
ん
だ
り
な
ど
、
様
々
な
場
合
が
あ
る
。

「
逆
転
」
と
は
…
…
今
ま
で
劣
勢
だ
っ
た
も
の
が
優
勢
に
な
っ
た
り
、
そ
の
逆
だ
っ
た
り

「
悪
」
だ
っ
た
も
の
が

、

「

」

、

、

、

、

善

に
な
っ
た
り

そ
の
逆
だ
っ
た
り

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
た
り

な
ど

争
い
や
戦
い
、
葛
藤
に
よ
り

《
旅
立
ち
》
と
《
結
末
》
で
は
、
立
場
が
変
化
す
る
こ
と
を
い
う
。

、

具
体
例
・

水
戸
黄
門
」

「

（
優
勢
）

（
劣
勢
）

《
冒
頭
》

（
Ａ
）
悪
代
官
・
越
後
屋

（
Ｂ
）
町
人
・
町
娘

（
ａ

【
悪
】
の
象
徴

（
ｂ

【
善
】
の
象
徴

）

）
助
さ
ん
が
紋
所
を
悪
代
官
に
見
せ
る

《
逆
転
》

（
Ｂ
）
町
人
や
町
娘
が
助
か
る

（
Ａ
）
悪
代
官
と
越
後
屋
が
ひ
れ
伏

す

（
ｂ

【
善
】
の
勝
利

（
ａ

【
悪
】
の
敗
退

）

）

※

《
結
末
》

悪
は
必
ず
滅
び
、
善
は
報
わ
れ
る
。

《 》 （ ） 。旅 黄門様一行がスパイとなり おとり捜査をして 悪を暴く
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